
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

市
立
図
書
館
に
入
る
と
、
隣
の
本
多
公
園
で
は

時
々
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声
が
聞
こ
え
た

り
揺
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
コ
が
見
え
た
り
し
ま
す
。
向

か
い
の
小
学
校
校
庭
に
は
陽
光
が
燦
々
と
ふ
り
そ

そ
ぎ
、
な
ん
だ
か
気
持
ち
が
安
ら
ぎ
心
穏
や
か
に
な

り
ま
す
。 

 

車
の
Ｃ
Ｄ
と
し
て
音
声
図
書
を
愉
し
ん
で
い
る

私
は
、
図
書
館
に
入
る
と
す
ぐ
に
お
気
に
入
り
の
音

声
図
書
の
コ
ー
ナ
ー
に
向
か
い
ま
す
。
車
で
の
移
動

が
た
い
て
い
二
十
分
程
度
な
の
で
、
以
前
は
主
に
ラ

ジ
オ
を
聴
い
て
い
ま
し
た
が
、
音
声
図
書
を
車
の
Ｃ

Ｄ
デ
ッ
キ
で
聴
く
よ
う
に
な
り
す
っ
か
り
ハ
マ
っ

て
早
数
年
に
な
り
ま
し
た
。 

 

車
中
で
は
物
語
に
す
ぐ
引
き
込
ま
れ
、
心
を
揺
さ 

 「 

音
声
図
書
を
た
の
し
む 

」 

 
   

 

  

ぶ
ら
れ
た
り
、
面
白
い
場
面
で
は
声
に
出
し
て
笑
っ 

た
り
、
或
い
は
犯
人
追
及
の
刑
事
の
葛
藤
を
空
想
し

な
が
ら
の
愉
快
な
ひ
と
時
で
す
。
た
だ
目
的
地
に
到

着
し
て
し
ま
う
と
「
も
う
ち
ょ
っ
と
だ
け
」
と
聴
き

た
い
気
持
ち
と
決
別
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
要
り
ま

す
が
…
。
朗
読
を
収
録
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
の
方
々
の

声
の
特
徴
や
読
み
の
抑
揚
も
、
聴
い
て
心
地
よ
く
、

物
語
の
内
容
と
相
ま
っ
て
楽
し
み
の
一
つ
で
す
し
、

運
転
し
な
が
ら
の
聴
書
（
？
）
は
時
間
の
有
効
活
用

で
本
当
に
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
再
度
活
字
で
読
み

た
く
な
っ
て
、
司
書
さ
ん
に
相
談
す
る
と
す
ぐ
に
対

応
し
て
く
だ
さ
り
図
書
を
探
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

音
声
図
書
で
す
っ
か
り
気
に
入
り
、
そ
の
作
家
さ
ん

の
別
の
図
書
を
借
り
た
り
も
し
て
い
ま
す
。 

 

図
書
館
の
入
り
口
付
近
や
中
央
カ
ウ
ン
タ
ー
に

並
べ
て
あ
る
本
も
よ
く
借
り
て
い
ま
す
。
書
架
に
あ

る
と
見
え
な
い
表
紙
が
そ
こ
に
あ
り
、
思
わ
ず
手
に

と
っ
て
み
た
く
な
り
ま
す
。
図
書
館
は
私
に
と
っ
て

数
多
の
本
が
あ
り
贅
沢
で
心
豊
か
に
な
れ
る
空
間

で
す
。 

  

〒671-2576 
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こ ん な 本 あ り ま す

 　『　エンデュアランス号大漂流　』
エリザベス・コーディー・キメル著

　千葉　茂樹　訳（あすなろ書房　2000年刊）

 
 
 
 
 

南極大陸は長い間、幻の大陸でした。1820
年にその存在がはじめて確認されても、上陸す
ることは至難の業であり、1900年代に入って
も冒険家たちの憧れの地でした。 

1914年、シャクルトンが率いる27人（うち
ひとりは密航者）は大型帆船エンデュアランス
号に乗り込み南極へ向かいました。ところが、
船は大陸へ到達する前に氷の海に閉じ込められ
てしまいます。春を待ち、氷上で数カ月を過ご
しましたが、エンデュアランス号は氷の圧力に
耐え切れなくなり、隊員たちの目の前で沈んで
いきました。 
南極大陸上陸を断念したシャクルトンは、3隻

の救命ボートで、100㎞離れた無人島をめざす 

決断をしました。氷混じりの、山のような大波
が襲いかかってくる海を7日間こぎ続け、よう
やくたどり着いたその島で、シャクルトンたち
は1年4か月ぶりに地面を踏みしめました。し
かし、救助が来る可能性がないこの場所にとど
まり続けることはできません。シャクルトンは
航海士や船大工たち5人を連れて、捕鯨基地が
あるサウスジョージア島へ助けを求めに行くこ
とにしました。そのためには、小さなボートで、
世界一の荒海を1300㎞こぎ渡らなければなり
ませんが、残された道はそれしかなかったので
す。 
 シャクルトン家の家訓「エンデュアランス
（不屈の精神）」の言葉どおり、どんな困難に
も立ち向かったシャクルトンと、彼を信じ抜い
た仲間たち。彼らの「偉大なる失敗」からは多
くのことを学べます。この冒険をたっぷりの絵
で紹介した『シャクルトンの大漂流』（岩波書
店）もあわせて読むとさらに興味が広がります。
中学生から大人まで楽しめます。 

「
ジ
ャ
ム
つ
き
パ
ン
と
フ
ラ
ン
シ
ス
」
 

 

 

 
 
ラ
ッ
セ
ル
・
ホ
ー
バ
ン
 
さ
く

 

 
 
リ
リ
ア
ン
・
ホ
ー
バ
ン
 
え

 

 
 
ま
つ
お
か
 
き
ょ
う
こ
 
や
く
（
好
学
社
）
 

 

 

 
あ
る
朝
、
フ
ラ
ン
シ
ス
は
ゆ
で
た
ま
ご
を
食

べ
ず
に
、
大
好
き
な
ジ
ャ
ム
つ
き
パ
ン
を
食
べ

ま
し
た
。
お
昼
の
お
弁
当
も
、
晩
ご
は
ん
の
カ
ツ

レ
ツ
も
手
を
つ
け
ず
、
ジ
ャ
ム
つ
き
パ
ン
ば
か

り
食
べ
ま
し
た
。
た
ま
ご
は
好
き
で
は
な
い
し
、

初
め
て
食
べ
る
も
の
は
ど
ん
な
味
が
す
る
の
か

分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
 

 
次
の
朝
、
お
父
さ
ん
た
ち
は
、
た
ま
ご
を
の
せ

た
ト
ー
ス
ト
を
食
べ
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ン
シ
ス

に
は
ジ
ャ
ム
つ
き
パ
ン
だ
け
で
し
た
。
お
弁
当

も
お
や
つ
も
ジ
ャ
ム
つ
き
パ
ン
で
し
た
。
フ
ラ

ン
シ
ス
は
遊
ん
で
い
て
も
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

晩
ご
は
ん
の
時
間
、
自
分
の
お
皿
に
の
っ
て
い

る
ジ
ャ
ム
つ
き
パ
ン
を
見
る
と
、
フ
ラ
ン
シ
ス

は
泣
き
だ
し
ま
し
た
・
・
・
。
 

 
わ
が
ま
ま
を
言
う
女
の
子
と
、
そ
れ
を
見
守

る
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
を
、
や
わ
ら
か
な

タ
ッ
チ
の
絵
で
描
い
て
い
ま
す
。
読
ん
で
も
ら

え
ば
四
歳
く
ら
い
か
ら
。
 

  

 

「
か
わ
せ
み
の
マ
ル
タ
ン
」
 

 

 

 

 
リ
ダ
・
フ
ォ
シ
ェ
 
文
 

 
フ
ェ
ー
ド
ル
・
ロ
ジ
ャ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
 
絵
 

 
石
井
 
桃
子
 
訳
（
童
話
館
出
版
）
 

   
 
 

 

 

 
    

泉
か
ら
流
れ
出
た
川
が
通
る
小
さ
な
谷

間
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
ウ
ナ
ギ
や
カ

マ
ス
、
コ
ガ
モ
な
ど
多
く
の
生
き
も
の
が
す

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
谷
間
に
現
れ
た
の
が
、

カ
ワ
セ
ミ
の
マ
ル
タ
ン
で
し
た
。
 

マ
ル
タ
ン
は
細
い
ハ
シ
バ
ミ
の
枝
や
カ
シ
ワ

の
枯
枝
で
待
ち
構
え
、
カ
ワ
ハ
ゼ
や
コ
イ
を

捕
ら
え
ま
す
。
魚
た
ち
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
る
マ
ル
タ
ン
は
、
今
や
谷
間
の
王
さ
ま

で
し
た
。
土
手
に
１
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ト
ン

ネ
ル
を
掘
り
、
そ
の
奥
に
妻
の
マ
ル
チ
ー
ヌ

と
巣
を
つ
く
り
ま
し
た
。
 

 
マ
ル
チ
ー
ヌ
が
た
ま
ご
を
あ
た
た
め
て
い

る
間
、
マ
ル
タ
ン
は
せ
っ
せ
と
魚
を
運
び
ま

し
た
。
や
が
て
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
虫
を
捕
ま

え
て
は
巣
に
も
ど
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ひ
な
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。
 

 
青
い
稲
光
の
よ
う
な
美
し
い
カ
ワ
セ
ミ
を

中
心
に
、
川
の
周
囲
に
す
む
多
様
な
生
き
も

の
の
暮
ら
し
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
い
き
い

き
と
し
た
色
彩
の
挿
絵
が
魅
力
的
で
、
七
歳

く
ら
い
か
ら
楽
し
め
ま
す
。
 



新着図書紹介    ◆このリストは６月末までに入った本の一部です◆   

書    名 著 者 出版社 件 名 

児童図書館の先駆者たち アメリカ・日本 東京子ども図書館編 東京子ども図書館 図書館 

幸せな人生のつくり方 今だからできることを 坂東 眞理子 祥伝社 人生訓 

１３歳からのイスラーム ――――― かもがわ出版 ｲｽﾗﾑ教 

地域別×武将だからおもしろい戦国史 ――――― 朝日新聞出版 日本史 

新青春１８きっぷの教科書 「旅と鉄道」編集部編 天夢人 紀 行 

新岡山の山１００選 福田 明夫編 吉備人出版 登 山 

クルドの夢ペルーの家 日本に暮らす難民・移民と入管制度 乾 英理子編著 論創社 難 民 

訴訟をするならこの１冊 ――――― 自由国民社 訴訟法 

実力も運のうち 能力主義は正義か？ マイケル・サンデル 早川書房 社会階層 

生理で知っておくべきこと 自分の体を守る正しいデータを持てなかった女性たちへ 細川 モモ 日経 BP 月 経 

坐骨神経痛 腰と神経の名医が教える最高の治し方大全 ――――― 文響社 脊柱管狭窄症  

上質なリネンで作るウェディングドレス＆ゲストドレス 香田 あおい 文化学園文化出版局 洋 裁 

本格カレーとビリヤニ最速レシピ 香取 薫 主婦と生活社 料 理 

アーモンドだから、おいしい しっとり、カリッと、サクッと。 下園 昌江 文化学園文化出版局 菓 子 

子育てで眠れないあなたに 森田 麻里子 KADOKAWA 育 児 

これからの日本のジビエ 野生動物の適切な利活用を考える 押田 敏雄 編著 緑書房 狩 猟 

はじめてのオージープランツ図鑑 遠藤 昭 青春出版社 花卉栽培 

感動の鉄道絶景 死ぬまでに一度は乗りたい 「旅と鉄道」編集部編 天夢人 鉄 道 

３６６日物語のある絵画 ――――― ﾊﾟｲｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 絵 画 

地図アプリで始める山の地図読み 佐々木 亨 山と溪谷社 登 山 

キャンプ職業案内 遊びが仕事で癒やしがボーナス 佐久間 亮介 三才ブックス ｷｬﾝﾋﾟﾝｸﾞ 

世界の「こんにちは」 NATIONAL GEOGRAPHIC ――――― 日経ﾅｼｮﾅﾙｼﾞｵｸﾞﾗﾌｨｯｸ社 外国語会話 

暮らしを変える書く力 一田 憲子 KADOKAWA 文 章 

一度読んだら絶対に忘れない英文法の教科書 牧野 智一 SB クリエイティブ 英語文法 

文豪たちの住宅事情 住んだ家、住んだ土地から見えてくる文豪たちの人生と文学 田村 景子 編著 笠間書院 日本文学 

華の譜 東福門院徳川和子 梓澤 要 新潮社 日本小説 

貴方のために綴る１８の物語 岡崎 琢磨 祥伝社 日本小説 

薔薇のなかの蛇 恩田 陸 講談社 日本小説 

医学のひよこ 中学生医学生（２） 海堂 尊 KADOKAWA 日本小説 

終活の準備はお済みですか？ 桂 望実 KADOKAWA 日本小説 

なぜ秀吉は 門井 慶喜 毎日新聞出版 日本小説 

インドラネット 桐野 夏生 KADOKAWA 日本小説 

最終飛行 佐藤 賢一 文藝春秋 日本小説 

琥珀の夏 辻村 深月 文藝春秋 日本小説 

声の在りか 寺地 はるな KADOKAWA 日本小説 

赤の呪縛 堂場 瞬一 文藝春秋 日本小説 

捜査一課 OB ぼくの愛したオクトパス 富樫 倫太郎 中央公論新社 日本小説 

リボルバー 原田 マハ 幻冬舎 日本小説 

本心 平野 啓一郎 文藝春秋 日本小説 

星影さやかに 古内 一絵 文藝春秋 日本小説 

東京のぼる坂くだる坂 ほしお さなえ 筑摩書房 日本小説 

ぎょらん 町田 そのこ 新潮社 日本小説 

プリンス 真山 仁 PHP 研究所 日本小説 

雷神 道尾 秀介 新潮社 日本小説 

黒牢城 米澤 穂信 KADOKAWA 日本小説 

鴻上尚史のますますほがらか人生相談 鴻上 尚史 朝日新聞出版 エッセイ 

父を撃った１２の銃弾 ハンナ・ティンティ 文藝春秋 外国小説 

爆弾魔 新アラビア夜話（続） R.L.スティーヴンソン 国書刊行会 外国小説 

 



  

 

    

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

×休館： 月曜日・祝日・年末年始 

（但し、月曜日と祝日が重なる時は、 

翌火曜日も休館） 

△閉館： 月末館内整理 

・特別整理期間          

        

※

４月 29日（月）から 5月 6日（月）ま

で休館します。 

開館時間： 

９時３０分～１７時３０分 

（金曜日のみ１８時３０分まで） 
 

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、各行事が中止、または、変更になる場合があります。 

 

月１冊本を選び、感想などを気軽に話し合

っています。いつでも参加、見学できます。 

日 時 

７月 ３日（土） 

１３時３０分～１５時 

※今月は第１週です 

作 品  
『下町ロケット』 

池井戸 潤 著 

 

７月のえほんのじかん 
いろいろなえほんをよみます。 

 ３日（だい１どようび） 

１７日（だい３どようび） 

７月のおはなしのじかん 
むかしばなしなどをかたります。 

１０日（だい２どようび） 
２４日（だい４どようび） 

１０時３０分からはじまります。 

４さい以上の子どもがたいしょうです。 

じかんにおくれないように来てください。 

※マスクの着用をお願いします。 

人数を制限する場合があります。 

 

巡回場所 ７月 ８月 貸 出 時 間 

山崎町内 １３日（火） １０日（火） １０時～１４時 

千種町内 １４日（水） １８日（水） １１時～１４時 

一宮町内 １７日（土） ２１日（土） ９時１５分～１５時 

波賀町（学校・幼稚園） ７日（水） ４日（水） １０時１５分～１６時 

波賀町内巡回 ２４日（土） ２８日（土） １０時３０分～１５時 

※ 巡回形式のため時間によって貸出場所は変わります。 

場所・時間の変更の可能性があります。詳しくはお問合せください。 

しーたん放送でもお知らせしています。 

 

 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

             ７　月

今年も、小・中学生向けの 夏の推薦図書リスト

をつくりました。学校を通して子どもたちに配

るほか、図書館・図書室でも配布します。大人が

読んでも楽しめる本も載っています。紹介した

本のコーナーを設置していますので、ぜひ手に

取ってみてください。 

 

  

司書が選んだおすすめの本 

       図書館には夏休みの宿題のヒント 

になる本がそろっています。 

「夏休みにどんな本を読んだらいいの？」 

「工作のヒントになりそうな本はない？」 

「自由研究のテーマが決まらない」 

ぜひ、図書館へご相談ください。 

職員が本を使ってお手伝いします！ 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

              ８　月


